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〈８月号 あんない〉

猛暑にも負けずにデモで要求を訴える

建設業の担い手確保・育成を‼７・５
決起大会

７月５日、支部組合員33人が参加し、午前中は建
設労働者対都要請行動を東京都庁第一庁舎前でおこ
ない建設国保への補助金は現行水準以上の確保等々
を要求しました。
また昼からは日比谷公園に場所を移し、単価賃金
引き上げ、予算要求中央決起集会が開催されました。

各会派の国会議員の方々から賛同、励ましをいただ
き各代表から要請文を渡しました。その後30度を越
す暑さの中、熱中症や具合を悪くする人もなく元気
に日比谷から鍛冶橋までデモ行進し、建設国保の育
成や補助金確保、建設労働者の賃金の引き上げ等を
訴えました。

役人及び政治家に言いたい‼
財務省の事務次官のセクハラ問
題、懇意の女性新聞記者に嫌がらせ
をして辞任をした問題、文科相が公
用車でヨガに通って糾弾を受けた問

題、文科省の役人が私立の医大に息子を裏口入学
させてとか、費用の２千万、３千万円を税金から
払ったとか、その代わりに補助金を受けられるよ
うに自ら口利きをしたりした問題……。
挙げればキリがなく、各問題の真相や事実は分
からないが、このような噂や疑惑が当たり前のよ
うに毎日のように出てくる今の日本の政治家や役
人は一体何をやっているのか。大変恥ずかしく情

けない事態となっている。
我々日本国民はよくならない景気に四苦八苦し
ながらも懸命に汗を流して働きながら税金を納め
ているのに。政治家や役人はもっと責任を持って
職務に取り組むことが出来ないものか、国民はバ
カにされているのではないかと思う。
その他にも森友私有地問題、加計学園問題など
もある。問題や疑惑はあふれ出る一方、国民の生
活は一向に良くならない。
今後の日本はどうなってしまうのか。
皆さんはどう思いますか？
　　　　　　　　　（富士見分会・吉田千秋）
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待ちに待ったイカダレース！　多摩西部青年部に
とっての大きいイベントです。活動家が集まって制
作した木のブルドーザーをイカダに乗せて、さぁ出
発だぁー‼と思いきや、川に浮かべて人が乗ったら
バランスが取れず沈みそうになったんです。急遽５
人乗る予定を３人に変更して出発しました。なんと
かスタートはできたもののブルドーザーがイカダか
ら外れてる事に気づきます。抑えながらオールを漕
ぎますがスタートして約半分辺りでバランスを取れ
ずにブルドーザーが半崩壊。その後はみんなで息を
合わせてなんとかゴール。
結果としては、波乱はありましたが楽しかったで
す。反省点としては、イカダに使ったスタイロが少
なかったのと、乗せた木のブルドーザーが重すぎた
ことです。来年のイカダレースの時は反省点を考慮
して作り、もっと楽しい思い出になるように頑張り
ます！　　　　　　　　（青年部部長・大村優介）

待ちに待った！
イカダレース開催‼

自分で考える！頭がよくなる！
『科学実験』＆歴代最長の『流し素麺』

台風12号の影響で朝９時に豪雨。その後上がってきた雨を見て、計画
通り進めることに決めました。『ガリレオ工房』の科学実験では、次から
次へと出てくる面白い実験に全員が釘付けになっていました。
我が家の子ども達も、帰宅してから『浮

ふ ち ん し

沈子』を作ったりして『科学の
感動』を楽しみ、一所懸命に話をしてくれました。流し素麺では、流れが
見えるように工夫した甲斐があって、歓声が起こりました。笑顔を沢山見
ることが出来て本当によかったです。　　（後継者対策部長・名和祐樹）

7月18日午前10時より多摩西部７人・西多摩
９人・小金井国分寺８人・府中国立６人の計30
人が参加して多摩西部支部事務所で行われまし
た。
冒頭、本部役員の小山隆一氏が土建全体のシ
ニアの現状と尚一層のはげみをと挨拶されまし
た。また４支部がそれぞれ木工教室、包丁研ぎ、
奥多摩散策など行動の様子を話し合いました。
学習としては終活、特に相続や遺書など、法
律的な講話を三多摩法律事務所の村井弁護士よ
り細々と受講しましたが、遺産・借金・生保の
ほか死後管理の幾多の法律があり、凡人には分
かり難く、何事があっても土建支部を通して三
多摩法律事務所に相談することが大切であると
思いました。　　　　（国立分会・古田好一）
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シニア友の会、第１回多摩西ブロック会議

テーマは終活です

夏のこどもまつり2018
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多摩西ブロック合同倒壊家屋救助訓練
連日経験したことのないような猛暑、酷暑と続く

中、７月15日㈰、多摩西ブロックの府中国立支部、
西多摩支部と私達多摩西部支部３支部合同の救助訓
練が、合わせて60人と沢山の参加者を集めて支部
横、和田橋下にて行われた。
まず、檜山委員長の開会の挨拶に続き、渡邉仕事
対策部長の説明後、さっそく訓練が始まった。最初
は私達多摩西部が実演を行い後、各支部が訓練を行
った。他支部の皆さんには初めての試みで、中々動
きが堅くぎこちなかったが、回数を重ねるごとにお
互い声を掛け合い、暑さも忘れる程、熱のこもった
３支部合同での訓練となった。この度、救助隊
“Takumi” との合同訓練を通じ救助隊の必要性をあ
らためて実感し、１日も早い各支部での結成が待た
れる。今回の訓練は訓練することだけが重要ではな
く、有事の際の現場でのリーダーの養成にあり、要
救護者を助ける場合の声掛け人の養成もあり、無駄
に蛮勇を奮うことではなく、冷静な判断力が必要と
されるのである。最後に西多摩支部の山口委員長よ
り感想を頂いた。
「今日の訓練を見ていて、実際にその場に立った時
を考えると、やはり毎回訓練を重ねる事が重要だと
の印象を受けました。うちの支部でも防災フェアを
行うのですが、やはり倒壊家屋からやりたいと思い、
見学に来ました。来年もまた、このような訓練があ

れば是非大勢で参加させて頂きたいと思っています」
閉会の挨拶は府中国立支部宮澤委員長。
「今夏は危険なほど暑い中、大阪北部地震、西日本
豪雨水害と被害に遭われた方々は今もこの殺人的な
暑さの中、本当に大変だと感じております。どうし
てもあのような場所では慣れている大手と思いがち
だが、それだけではどうしても足りないというとこ
ろで私達の出番かなと思います。私達が住んでいる
東京でも首都圏大地震が想定されています。建物７
万戸、人的被害も想像するだけでも大変だと思う。
そこで私達建設従事者は、知らん顔はできず、そん
な時こそ進んでこのような訓練を学んで備えて行き
たいと思います」
今回、多摩西部の分会役員も多数参加され一緒に
訓練を真剣に取り組んでいただいた。今回の３支部
及び分会参加の合同訓練が行えて本当に良かったと
思う。また、猛暑の中１人も熱中症にならずに終わ
ることができ、皆さん本当にお疲れ様でした。ご協
力感謝申し上げたい。　（事業所分会・白倉和行）

総勢41人で伊豆網代漁港へ
毎年恒例の分会レクリエーションは、７月８日に

実施しました。前日までの悪天候にもかかわらず、
当日は絶好の釣り日和で、大人たちに負けじと子供
たちも頑張って大きな鯛や鯵を釣りまくりました。
大漁の釣果をお土産に楽しい１日を過ごしまし
た。参加者の中に未加入の家族が紹介され、さっそ
く加入の手続きをしてくれ、長い拡大期間に準備と
目的意識をもって頑張ろうと確認しました。
　　　　　　　　　　（立川南分会・佐藤　裕）

私の趣味は石鯛釣りです。常連の渡船屋さんは千
葉県南房総にある鳴釜渡船さんで、石鯛はもちろん
季節によっては黒鯛釣りなどもやります。石鯛釣り
の餌は、サザエの殻に住んでいるヤドカリ。時間が
あるときには干潮時に歩きながら捕まえていくこと
もよくあります。船で磯に渡してもらってからは、
海を眺めながら魚とのやりとりを楽しんでいます。
釣れた石鯛が大きい時の気分は最高です。最近で
はたまにではありますが八丈島での石鯛釣りにもチ
ャレンジしています。船をバックに集合写真

私の趣味
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私達の出番が必ず来る！

三支部合同の取り組み、すぐに動ける体制づくり

高松分会　金子知生
立南分会レク



女性の会

多摩西部支部女性の会 お問い合わせ先　042-546-1577　担当：河
こう む ら

村
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たませいぶ女性の会のとりくみ・・・

Facebook 更新中‼

《活動者会議》
と　き：９月７日㈮
	 10：00〜
ところ：多摩西部支部３F

定例会や四役会議、イベントの情報など配信

と　き：８月30日㈭　10：00～
ところ：多摩西部支部会館３F
秋の拡大に向け、女性の会の皆さんと意思統一
を図り、成功させたいと思っています。
昼食は支部近隣の清水庵にて、会食を用意して
います。ぜひ、ご参加ください。

主婦の会多摩西ブロック学習会に参加しました。
スカイホール展望広場から横田基地を見てみよう！
～横田基地とオスプレイの現状～
7月17日（火）とても暑い一日でした。
差し入れの飲み物、うちわなど、
準備をしてくださった
西多摩支部のみなさん、
ありがとうございました。

決 起 集 会

※８月９月の定例会は
　お休みとさせて頂きます。

全都活動者会議&拡大決起集会
７月29日㈰、全都活動者会議&拡大決起集会が

TKPガーデンシティ品川にて開催された。連日のう
んざりするような暑さの中、支部役員、常任の皆さ
ん達と出席した。会議は本部基調報告に始まり、私
がいつも楽しみにしている有識者の講演を聴いた。
今回の講演は東京大学大学院教育学研究科教授、
本田由紀先生だった。“日本社会の課題にどう立ち
向かうか─貧困と格差の現状 ”と題してのお話は大
変興味深い内容で、私達日本人がいかに生活や仕事
において、国際社会とかけ離れた考えをもった国民
かということを教えて頂いた。そして、いかに多く
の貧困、所得ベース、相対的貧困率など先進国と呼
ばれる国の中でも最も低い賃金、長い労働時間で働
かされているとか、沢山のデータを示しながらお話
しされた。特に先生の示すデータの数々は私も昔、
上司からの命令でよく統計や分析、解析といった仕
事をやった関係で懐かしく拝見した。
このように先生の話は具体的かつ、分かりやすく
日本の抱える労働問題、ブラック企業などから「や
りがいの搾取」されないように働くことの本質を見

極め、働き方改革法などに騙されないように見守っ
ていかなければならないと思った。できるならば支
部で仲間の皆さんとともに先生にじっくり聞いてみ
たい。私の説明不足で恐縮ではあるが。機会があれ
ば是非先生の講演をお聞きすることをお勧めしたい。
参考：先生の言っておられた「やりがいの搾取」
という言葉は先生が考えた言葉らしく、2016年 TBS
ドラマ “逃げるは恥だが役に立つ ”というドラマの
第10話で新垣結衣（ガッキー）が黒板に書いて説明して
いる場面で使われている。TBSオンデマンドでも観
られたら是非ご覧下さい。（事業所分会・白倉和行）

アメリカ本国ではありえない
住宅密集地にある横田基地。
今まで知らなかった、現状をわかり
やすく、教えていただきました。

私達は “貧困と格差の現状 ”を実感しているのか？

秋の拡大目標達成を全都にアピール！


